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第４  事業主が一体的に行う 雇用管理の改善及び事業の

合理化を 促進する た め の 措置並びに 新た に 林業に 就業

し よ う と する 者の 就業の 円滑化の た め の 措置に 関する

事項                         
 

 林業事業体 が 、 雇用管理 の 改善及び事業の 合理化並びに 就 業の 円滑化を 一体的に 促進する た

め に 取り 組むべき 内容は 以下のと おり 。  

 

 

１ ． 事業主が取り 組むべき 事項  

（ １ ） 新規就業者の確保  

 １ ） 募集、 採用の改善  

  ・ ハ ロ ーワ ーク や森林・ 緑整備基金等の 職業紹介所の 活用推進 

・ 採用条件の 改善（ 雇用通知書等の 提示、 基本賃金の 増加等の 処遇改善）  

・ イ ン タ ーン シ ッ プ の 機会の 提供 

・ 求人サ イ ト （ 就職・ 転職サ イ ト ） の 活用推進 

・ 林福連携等に よ る 多様な 人材の 受入体制の 整備 

 

 ２ ） 情報発信の強化  

  ・ 林業現場の PR や就業相談を 行う 説明会へ参加 

・ ホ ーム ページ や SNS を 活用し た 林業現場や林業事業体の情報発信 

・ 情報発信サ イ ト （ 森ワ ーク ） の 活用に よ る 求職者への ア プ ロ ーチ  
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（ ２ ） 林業従事者の育成、 技術の向上  

 １ ） 教育訓練の充実 

  ・ 新規就業者に つい て は、「 緑の 雇用」 事業等を 活用し 、 OJ T や職場外研修（ 以下「 OFF-J T」 と い う 。）

等の 計画的な 教育訓練を 実施する 。  

  ・ 事業主や雇用管理者は 、 人材育成に 対する 意識転換を 図り 、 組織全体で 教育訓練に 取り 組む体制

を 整備し 、 定着率と 生産性の 向上を 目指す。  

・ I CT・ I oT 等の デジ タ ル技術を 活用し た ス マ ート 林業の 導入や林業 DX の 推進に 向け 、 I T 人材の 育

成に 取り 組む。  

・ 事業主は 、 経営ビ ジ ョ ン に 沿っ て 必要な 人材像を 明確に し 、 林業従事者の 意欲を 尊重し な が ら 、

積 極的な 人材投資 と 丁寧 な 育成 を 進め る と と も に 、 多様な キ ャ リ ア 形成 を 支 え る 仕 組 みを 構築

し 、 経営の 持続性と 競争力を 高め る 。  

 

 ２ ） 指導者及び責任者の育成  

  ・ 言語に よ る 的確な 指導と リ ーダ ーシ ッ プ を 発揮で き る 人材の 育成を 強力に 推進する 。  

・ 現場指導者の 育成を 経営上の 重要課題と 位置づけ 、 現場技能の 継承を 確実に 進め る と と も に 、 経

営管理やチ ーム 運営等の 総合的な 能力を 体系的に 習得で き る 仕組みを 整備する 。  

 

  

【 コ ラ ム ⑧】 林福連携 

林福連携と は 、 農福連携の 取組の 一環と し て 林業（ 木材加工やき の こ 栽培、 苗木生産等を 含む） と 福

祉が 連携し 、 障害を 持っ た 人を は じ め と する 多様な 人た ち が 林業で 活躍する こ と を 通じ て 、 自信や生き

が い を 持っ て 社会参画する こ と を 実現する 取組で す。  

林福連携は、 障害者等の 働く 場を 確保し 、 やり が い の 獲得と 所得の 向上等に 資する と と も に 、 林業に

と っ て は 働き 手の 確保、 生産性の 向上な ど に 資する こ と が 期待さ れ 、 全国各地で 取組が 広が り つつあ り

ま す。  

～県内の 事例～ 

社会福祉法人チ ハヤ 会 MAKI T 

・ 令和 7 年 4 月に チ ハ ヤ 会か ら 就労継続支援 B 型事業所 

MAKI T が 新設さ れた 。  

・ 事業所の 利用者と 支援員で みど り 市産材を 薪へ加工し 、  

市内の 温泉施設の 薪ボ イ ラ ー・ 薪ス ト ーブ と し て 利用 

する 木の 駅事業を 行っ て い る 。  

・ みど り 市の 脱炭素社会づく り や里山保全に 貢献し て い る 。  
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（ ３ ） 雇用の改善  

 １ ） 雇用管理体制の整備  

  ・ 雇用管理者を 選任し 、 選任し た 雇用管理者の 資質向上を 図る 。   

 ２ ） 雇用関係の明確化  

  ・ 雇用条件等を 明確に し た 書面に よ る 雇用契約の 締結や就業規則の 整備を 図る   

 ３ ） 雇用の安定化に向け た 労働条件の改善  

 ア  労働時間の 管理  

  ・ 労使協定（ 36 協定） を 締結し 、 労働基準法に 基づき 適切な 労働時間の 管理を 行う 。  

・ ワ ーク ラ イ フ バラ ン ス の 観点か ら 、 仕事と 家庭の 両立が 可能な 就労環境の 整備に 取り 組む。  

 

 イ  賃金体系  

  ・ 収入の 増加を 図り 、 結婚や出産、 子育て 等の ラ イ フ ス テ ージ に 応じ た 生活設計が 可能と な る よ う 、

体系的な 処遇改善（ 月給制の 導入や各種手当の 充実、 賞与の 支給等） に 取り 組む。  

・ 労働時間の 適正な 管理を 行う と と も に 、 適切な 割増率に よ る 時間外労働等の 割増賃金を 確実に 支

払う 。  

 

 ウ  休憩・ 休日・ 休暇の 確保  

 ・ 年次有給休暇の 計画的付与や年間 5 日以上の 有給取得義務を 徹底する な ど 休暇制度の充実を 図る  

と と も に 、 有給の 確実な 取得を 推進する 。  

 

 

  ・ 疲労に よ る 作業能率の 低下防止や災害防止・ 安全確保の 観点か ら 、 必要に 応じ 適切な 休憩を 確保

する 。  

・ 週休二日制の 導入等、 休日・ 休暇制度の 充実に 取り 組むと と も に 、 日給制を 希望する 者に 対し て 、 

収入を 維持し つつ柔軟に 休日・ 休暇が と れ る よ う 取り 組む。  

 

 エ  処遇の 改善  

  ・ 林業従事者が キ ャ リ ア ア ッ プ し 、 働く 意欲を 高め る と と も に 、 仕事に 誇り を 持つこ と が き る よ う 、

「 働き やすい 職場づく り 」 に 取り 組む。  

・ 資格取得に 合わ せた 諸手当の 充実や能力に 応じ た 公正な 能力評価、 実績の 可視化な ど に よ り 、 モ  

チ ベーシ ョ ン やエ ン ゲ ージ メ ン ト を 向上さ せる 。  

 

 オ  福利厚生の 充実  

  ・ 個人事業主や一人親方の 労働保険（ 労災保険・ 雇用保険） への 加入推進 

・ 社会保険（ 健康保険・ 厚生年金） への 加入推進 

・ 退職金共済制度の 活用等に よ る 退職金給付制度の 導入促進や充実 

 

 ４ ） 多様な 人材の活躍・ 定着の推進  

  ・ 事業主が 女性や外国人材な ど への 認識を 改善し 、 誰も が 活躍で き る 場と な る よ う 、 受け 入れの た

め の 環境整備（ ト イ レ 、 更衣室な ど ） や技能検定の 受検を はじ め と し た 各種資格取得な ど 就業に

向け た 取組を 行う 。  

・ ハラ ス メ ン ト 防止対策を 徹底し 、 男女を 問わ ず働き やすい 魅力的な 職場づく り に 取り 組む。  

・ 女性活躍推進法に 基づく 事業主行動計画の 策定に 取り 組む。  

 

 ５ ） 高年齢従事者の活躍推進  

  ・ 高度な 技術を 持つ高年齢従事者の 活躍の 場を 広げ、 技能の 継承を 円滑に 進め る た め 、 定年退職年

齢の 引き 上げ や継続雇用制度の 導入、 労働条件の 改善、 高年齢従事者の 特性に 配慮し た 見直し に

取り 組む。  
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（ ４ ） 労働安全の確保  

 １ ） 安全衛生管理体制の徹底  

  ・ 労働安全衛生法の 規定に 基づき 、 安全管理者又は 安全衛生推進者等を 選任し 、 林業従事者の 安全

衛生の 確保に 取り 組む。  

・ 厚生労働省が 発出する 伐木作業、 林業労働安全に 係る 各種ガ イ ド ラ イ ン の 遵守の 徹底を 図る 。  

 

 ２ ） 林業従事者の健康管理  

  ・ 林業従事者に つい て は 雇入時と 毎年 1 回の 一般健康診断を 受け さ せ、 治療等の 必要が あ る 場合は

必ず医師の 診察を 受け る よ う 指導する 。  

・ 職場コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン の 円滑化を 図る と と も に 、林業従事者の メ ン タ ルヘル ス 対策に 取り 組む。 

・ マ ダ ニ な ど の 感染症対策への 取組を 徹底し 、 安心し て 働け る 職場環境を 整え る 。  

 

 ３ ） 労働災害防止対策  

  ・ 県及び林業・ 木材製造業労働災害防止協会群馬県支部（ 以下「 林災防群馬県支部」 と い う 。） が 実

施する「 林業現場に おけ る 安全巡回指導」 に 協力し 、 林業現場で の 積極的な 安全点検に 取り 組む。 

・ KY 活動の 質の 向上やリ ス ク ア セ ス メ ン ト の 実施、 安全点検の デジ タ ル 記録の 活用、 現場に おけ る

作 業手順 書又は 作 業 標準 書 の 作 成 な ど 作業 現場 で 実 効性の あ る 労働 災害 防止 対策の 充 実強 化に

取り 組む。  

・ 労働安全衛生規則や「 チェ ーン ソ ーに よ る 伐木等作業の 安全に 関する ガ イ ド ラ イ ン 」 に 基づく 確

実な 安全装具の 着用に 取り 組む。  

 

 ４ ） 安全対策の強化  

  

 

・ 経験や年齢に 応じ た 安全指導研修の 実施等、 安全教育に 取り 組む。  

・ 消防機関と 連携し た 緊急時の 安全体制の 確保に 取り 組む。  

・ I CT、 I oT 等の デジ タ ル 技術を 活用し た ス マ ート 林業に よ る 労働負担の 軽減に 取り 組む。  

・ 労働負荷軽減を 図る た め の ア シ ス ト ス ーツ 等の 新た な 技術の 導入やあ ら ゆ る 作業工程に おけ る 機

械化、 合理化に 取り 組む。  

 

 ５ ） 振動障害の防止対策  

  ・ 林業従事者に 対し 、 定期的に 振動障害の 健康診断を 受け さ せる と と も に 、 チ ェ ーン ソ ー等の 振動

工具に つい て は、 適切な 防振機能を 措置する 。  

 

 ６ ） 熱中症対策  

  ・ 熱中症を 生ずる おそ れの あ る 作業に おけ る 労働安全衛生規則の 遵守 

・ WBGT 値（ 暑さ 指数） を 活用し た 作 業内容の 検討と 暑熱 順化や適度な 水分及び塩分摂取を 図る な

ど 、 熱中症予防対策の 確実な 実施 
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【 コ ラ ム ⑨】 WBGT 値の 活用と 熱中症予防対策 （ 出典： 厚生労働省資料）  
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（ ５ ） 事業の合理化、 安定化  

 １ ） 事業量の安定的な 確保  

  ・ 森林施業の 集約化及び団地化、 事業の 協業化及び協同化、 経営管理実施権の 設定を 受け た 森林整

備等に 取り 組むこ と に よ り 、 事業量の 安定的確保を 図る 。  

・ 経営意欲が 低下し て い る 森林所有者に 対し て 施業提案書（ 施業方針や収支） 等を 提示し 、 事業主

が 積極的に 森林施業の 実施を 働き か け る 。  

・ 他の 林業事業体と の 連携を 強化し て 、 森林経営計画の 作成や素材生産事業等の 受委託を 進め る 。  

 

 ２ ） 労働生産性の向上  

  ・ 高性能林業機械等を 組み合わ せた 低コ ス ト 作業シ ス テ ム の 導入や経営の 合理化・ 効率化に よ り 、

生産性向上や生産コ ス ト の 低減を 図る と と も に 、 こ れら の 実施に 必要な 人材の 育成に 取り 組む。  

・ 下刈等の 保育作業に おけ る 機械化を 推進する 。  

 

 ３ ） 新し い林業の実現に向け た 技術の導入と 林業 DX の推進  

  ・ 森林施業の 効率化・ 省力化や需要に 応じ た 高度な 木材生産を 可能に する た め 、 I CT、 I oT 等の デジ

タ ル技術を 活用し た ス マ ート 林業に 取り 組む。  

・ 新た な 技術（ ド ロ ーン やレ ーザ ー計測技術等） を 活用し て 森林資源調査の 効率化に 取り 組む。  

・ Web 入札や現場管理の デジ タ ル 化な ど を 活用し 、 業務の 省力化、 効率化を 図る 。  

・ 従来の 手法に と ら わ れな い 多様な 主体と の 連携強化や新た な 価値の 創造を 通じ て 、 必要と な る 技

術者の 育成や新た な 雇用創出を 図る 。  

 

 ４ ） 経営ビ ジ ョ ン 革新  

  ・ も り ビ ズ ぐ ん ま を 活用し た 多様な 主体と の 関係構築と 多角的な 林業経営に 取り 組む。  

・ J ク レ ジ ッ ト の 活用や木材 SCMシ ス テ ム の 導入な ど 新た な 経営手法に 取り 組む。  

・ 従来の 枠組みに と ら わ れず、持続可能で 競争力の あ る 経営を 実現する た め の 新た な 方向性を 示す。 

・ 必要と する 人材像を 明確に し て 、 人材を 「 資本」 と し た 育成を 強化する 。  

・ ス マ ート 林業や林業 DX の 積極的な 導入で 、 生産性と 安全性を 向上さ せる 。  

・ 異業種・ 異分野と の 連携に よ る イ ノ ベーシ ョ ン を 通じ て 、「 造林・ 保育」「 素材生産」 に プ ラ ス α

の 収益確保を 図る 。  
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【 コ ラ ム ⑩】  県森連木材 SCMク ラ ウ ド シ ス テ ム に よ る デジ タ ル業務管理の 実践 

群馬県森林組合連合会で は ク ラ ウ ド シ ス テ ム で あ る 木材 SCMシ ス テ ム を 導入し 、森林組合系統の 木材

生産販売流通業務の 効率化を 実践し て い ま す。  

 こ の 木材 SCMシ ス テ ム 上に 製材工場等買い 方の 月次購入希望（ 樹種、 材長、 径級、 規格、 数量等）

と 森林組合の 素材生産計画（ 施業現場、 樹種、 面積、 生産量等） の 情報の 入力に 基づき 、 協定直送販売

の 需要と 供給を 結びつけ る ＜需給マ ッ チ ン グ 機能＞に よ り 、 森林組合の 各施業現毎に 、 買い 方別の 材長

・ 径級・ 規格数量等生産指示（ 受注割当） を 明示、 共有する も の で 、 複雑で 多様な 販売管理業務を 整理

可視化し て い ま す。  

ま た こ の 受注割当に 則し た 生産実績（ 検知野帳） を 同シ ス テ ム に 森林組合が 入力し た データ の 蓄積に

よ り 、 月末締め の 月次買受精算書や買受者への 請求書が 自動作成さ れま す。 森林組合連合会で は 、 運営

する 渋川県産材セ ン タ ーや桐生木材ヤ ード で の 選別・ 検収データ も 同シ ス テ ム で 処理する こ と に よ り 、

従来事務量を 大幅に 削減で き ま し た 。  

自動作成さ れる 買受精算書や請求書は 、出荷森林組合や買受者と 同シ ス テ ム 内で 電子データ と し て 共

有確認で き る の で ペーパ ーレ ス な 事務効率化も 実現し て いま す。  
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２ ． 事業主と 関係機関が連携し て 取り 組むべき 事項  

（ １ ） 新規就業者の確保  

 １ ） 情報発信の強化  

  ・ 支援セ ン タ ーの 運営強化 

・ 情報発信サ イ ト 「 森ワ ーク 」 や I ns t agr amな ど の SNS を 活用し た 情報発信の 強化 

 

 ２ ） 人材の発掘支援  

  ・ 社会情勢の 変化に 対応し た オ ン ラ イ ン や現地で の 就業相談会やガ イ ダ ン ス の 開催 

・ ぐ ん ま 森林・ 林業ス タ ート ア ッ プ 研修の 開催 

・ 職業選択対象と し て の 「 林業」 の 啓発活動 

・ 移住定住や観光を 通じ た 関係人口への ア プ ロ ーチ  

・ 中高生を 対象と し た 林業教室 

 

 ３ ） 人材の確保支援  

  ・ 林業の 現場体験が で き る 機会（ イ ン タ ーン シ ッ プ ） の 提供 

・ 群馬県立農林大学校への 支援強化（ カ リ キ ュ ラ ム の 向上）  

・ 多様な 人材の 受入体制を 構築する た め の 支援 

・ 即戦力と な る 人材の 育成 

・ 林福連携等に よ る 多様な 人材の 育成支援 

 

 

（ ２ ） 林業従事者の育成、 技術の向上  

 １ ） 経営ビ ジョ ン に基づく 林業従事者のキ ャ リ ア 形成支援  

  ・ 経営ビ ジ ョ ン に 基づく 林業従事者の キ ャ リ ア 形成支援 

・「 緑の 雇用事業」 を 活用し た 林業従事者キ ャ リ ア 形成の 支援 

・ 技能検定制度に よ る 資格取得と 制度を 活用し た キ ャ リ ア 形成の 支援 

 

 ２ ） 林業従事者の技術向上研修の開催  

  ・ 皆伐作業に 対応し た 集材機等に よ る 架線系作業シ ス テ ム 研修の 開催 

・ I CT、 I oT 等の デジ タ ル 技術を 活用し た ス マ ート 林業に 対応し た 研修の 開催 

・ 伐採か ら 再造林、 保育ま で 対応し た 先進的な 作業シ ス テ ム 導入に 必要な 人材の 育成 

・ コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン 能力向上やコ ーチ ン グ 技術向上と い っ た OJ T 指導者や専門性の 高い 各種 

オ ペレ ータ な ど 林業改革を 支え る 人材の 育成研修の 開催 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 コ ラ ム ⑪】 ぐ ん ま 森林・ 林業ス タ ート ア ッ プ 研修 

森林は 、 木材の 生産だ け で な く 、 気候変動への 対応や災害への 備え 、 生き も の た ち の すみか と し て の

役割、 地域の 経済や人々の 健康な ど に も 深く 関わ っ て おり 、 私た ち の 暮ら し に た く さ ん の 恵みを も た ら

し て く れ る 大切な 存在で す。  

県で は 、 そ ん な 森林の 魅力や新た な 可能性を も っ と 多く の 人に 知っ て も ら う た め 、 オ ン ラ イ ン と 現地

研修を 組み合わ せた 「 ぐ ん ま 森林・ 林業ス タ ート ア ッ プ 研修」 を 開催し て い ま す。  
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（ ３ ） 雇用の改善  

 １ ） 雇用改善の支援  

  ・ 林業従事者が 安心し て 働き 続け ら れる よ う 労働条件や給与な ど の 処遇改善を 図る た め 、 雇用管理

に 対する 意識改革を 支援 

・ 厚生年金への 加入促進、 退職金共済制度等の 退職金給付制度の 導入促進や拡充等の 福利厚生を 充

実さ せる 取組を 支援 

・ 働き やすく 魅力あ る 職場づく り を 進め る た め 、 I CT、 I oT を 活用し た 生産管理や日報等の 労務デー

タ の 集約、 分析に よ る 業務の 効率化を 支援 

 

 ２ ） 人材の定着支援  

  ・ 人材育成方針の 明確化やキ ャ リ ア モ デルの 育成等の 「 人材育成の 見え る 化」 の 推進 

・ 離職率の 高い 林業事業体に 対する 相談機会の 充実や改善指導の 強化 

 

 ３ ） 林業事業体の意識改革・ 行動変容の支援  

  ・ 事業主や雇用管理者等の 経営陣の 人材育成に 対する 意識の 向上を 目的と し た 、 人材育成・ 定着支

援研修等の 開催 

 

 

（ ４ ） 労働安全の確保  

 １ ） 新た な 労働安全衛生技術の普及  

  ・ 伐倒練習機を 使用し た 伐倒技術の 向上を 推進 

・ 新た な 無線技術を 活用し た 緊急連絡体制の 整備の 推進 

・ 安全性の 向上や労働負荷の 軽減を 図る 高性能林業機械の 自動化や保育作業の 機械化な ど 、 I CT、

I oT 等の デジ タ ル 技術を 活用し た ス マ ート 林業の 取組を 推進 

 

 ２ ） 労働災害防止対策支援  

  ・ 県と 林災防群馬県支部が 連 携し 、 事業主及び林業従事者の 安全意 識の 向上を 目的と し た 「 林業

現場に おけ る 安全巡回指導」 及び林業労働災害に 関する 情報収集を 強化 

・ 労働安全衛生関係法令や「 チ ェ ーン ソ ーに よ る 伐木等作業の 安全 に 関する ガ イ ド ラ イ ン 」 等に

基づく 遵守事項の 周知徹底 

・ 特殊健康診断の 受診、 蜂ア レ ル ギ ー検査、 チ ェ ーン ソ ー作業従事者再教育の 取組を 支援 

・ 作業手順書（ 作業標準書） やリ ス ク ア セ ス メ ン ト の 適切な 運用促 進と 労働安全衛生マ ネ ジ メ ン

ト シ ス テ ム の 構築支援 

・ 伐木造材作業時に おけ る J I S 規格適合チ ェ ーン ソ ーブ ーツ の 普及啓発 

 

 ３ ） 安全対策の強化  

  ・ 消防機関と 連携し た 緊急時の 迅速な 安全体制確保の 取組支援 

・ メ ン タ ルヘルス 対策に 取り 組む林業事業体の 支援 

・ 経験や年齢に 応じ た 安全教育の 徹底を 強化 

・ 熱中症対策に おけ る 労働安全衛生規則の 遵守徹底を 強化 

・ マ ダ ニ な ど の 感染症対策に おけ る 情報発信の 強化 
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【 コ ラ ム ⑫】 職場の メ ン タ ルヘル ス 対策 ～「 4 つの ケ ア 」 で 組織を 強く する ～ 

職場に おけ る メ ン タ ルヘル ス 対策は 、 ３ 本の 柱、「 一次予防」 メ ン タ ルヘル ス 不調の 未然防止、「 二次

予防」 メ ン タ ルヘルス 不調の 早期発見と 適切な 対応、「 三次予防」 職場復帰支援か ら な り ま す。  

厚生労働省は 、 効果的な メ ン タ ル ヘルス 対策の 基盤と し て 「 4 つの ケ ア 」 を 示し て い ま す。  

① セ ルフ ケ ア ： 働く 個人が 自身の ス ト レ ス に 気づき 、 対処で き る よ う 教育する こ と 。  

② ラ イ ン ケ ア（ 管理職に よ る ケ ア ）： 管理職が 部下の 変化に 気づき 、 声か け や業務調整な ど 適切な 対応

を 行う こ と 。  

③ 事業場内産業保健ス タ ッ フ 等に よ る ケ ア ： 産業医や保健 師が 専門的知見か ら 健康管 理を サ ポ ート す

る こ と 。  

④ 事業場外資源に よ る ケ ア： EAP（ 外部相談機関） や医療機関な ど 、 職場外の 専門機関を 活用する こ と 。 

こ れら 4 つが 連携する こ と で 、 予防、 早期発見、 復帰支援ま で 一体的な 取り 組みが 可能に な り ま す。 

 

 

 

                                   

 

 

                                  出典： 厚生労働省資料 
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（ ５ ） 事業の合理化、 安定化  

 １ ） 森林組合、 林業事業体等の体制強化  

  ・ 地域の 森林管理の 中心的な 担い 手と し て 、 林業事業体の 経営基盤強化、 技術力の 向上に よ る 組織

体制の 強化を 推進 

・ 森林経営計画の 作成、 施業の 集約化及び長期施業受託の 支援 

・ 森林経営管理制度を 運用する 市町村と 連携し 、 経営管理実施権の 設定を 受け た 森林整備を 推進 

 

 ２ ） 新し い林業の実現に向け た 技術の導入と 林業 DX の推進  

  ・ 最新の 高性能林業機械の 情報提供及び導入支援 

・ 保育作業の 機械化に 関する 情報提供及び導入支援 

・ エ リ ート ツ リ ーや早生樹等の 苗木の 導入に 向け た 生産体制の 構築や、 伐採か ら 再造林ま で に 対応

し た 一貫作業シ ス テ ム の 導入支援 

・ I CT、 I oT 等の デジ タ ル 技術を 活用し た ス マ ート 林業の 取組を 推進 

・ 従来の 手法に と ら わ れな い 多様な 主体と の 連携強化や新た な 価値の 創造に よ る 、 技術者の 育成や

雇用創出の 支援 

 

 ３ ） 戦略的人材投資と 経営ビ ジ ョ ン 革新の支援  

  ・ も り ビ ズ ぐ ん ま の 運用に よ り 、 多角的な 森林経営の 導入と 新た な 林業経営ビ ジ ョ ン の 再構築に 取

り 組む林業事業体を 支援 

・ 従来の 枠組に と ら わ れな い 新た な 人材育成や経営手法に つい て 情報収集し 、 戦略的人材投資と 経

営ビ ジ ョ ン 革新に 取り 組む林業事業体を 支援 

 

 

 

 

 

 

 

【 コ ラ ム ⑬】 ぐ ん ま 森林・ 林業イ ノ ベーシ ョ ン プ ラ ッ ト フ ォ ーム 「 も り ビ ズ ぐ ん ま 」  

県で は 、 新し い 技術やア イ デア に よ る 森林・ 林業の イ ノ ベーシ ョ ン を 推進する た め 、 幅広い 分野の 企

業と 森林林業関係者の 連携の 場と な る プ ラ ッ ト フ ォ ーム 「 も り ビ ズ ぐ ん ま 」 を 構築し ま し た 。  

「 も り ビ ズ ぐ ん ま 」 で は 、 交流会や勉強会等の 開催やオ ン ラ イ ン の マ ッ チ ン グ を 通し て 企業間の 連携

を 促進し て い き ま す。  

 

 

 


